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別記２  

  

阿賀野市笹神体育館再生可能エネルギー設備等導入事業 

提 案 書 作 成 要 領 

   

提出書類は、次の項目について記載すること。  

  

１ 基本事項について  

① 提案書の無効  

本プロポーザルは「阿賀野市笹神体育館再生可能エネルギー設備等導入事業」について

の提案を求めるものであり、本作成要領に記載された事項以外の提案書又はこの書面及び

別添の書式に示された条件に適合しない提案書については、提案を無効とする。  

② 提案書の様式について  

別紙「プロポーザル提出様式集」に示すとおりとする。なお、文字サイズは 10 ポイン

ト以上とする。  

  

２ 作成方法について  

項  目 内     容 

１ 実施体制等  〇業務の実施体制、設備導入実績等について、具体的に記載するこ

と。 

〇設備導入実績について、具体的に記載すること。 

〇補助金申請業務に対する協力、支援体制を明確にすること。 

２ 事業概要  〇環境省の地域レジリエンス補助事業の趣旨を理解した提案を記載

すること。 

〇アリーナ天井（特定天井）を改善し、安全な天井とすること。 

〇アリーナ天井の断熱性は、現状以上とすること。 

 

３ 導入設備の平 

時おける役割  

〇継続的かつ適切な活用が見込まれ、定量的な CO2 削減効果を記載

すること。 

〇導入設備は、運動施設・競技施設としての用途を考慮し、適切な

照明環境を確保すること。 

４ 導入設備の災

害時における

役割  

〇災害時における対象施設の役割、機能が果たせるようなシステム

を構成すること。 

〇導入設備は、避難所となることを想定し、適切な生活環境を確保

できるようになっていること。 

５ エネルギー起

源 CO2 排出量

削減効果 

〇対象設備の CO2 削減量（t-CO2/年）、削減率（％）、並びに削減根

拠を記載すること。 
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６ 価格、 

スケジュール 

〇導入設備の耐用年数期間全体において、導入設備のシステム価

格、運用コスト等に削減効果の高い提案にすること。 

〇地域レジリエンス補助事業の採択要件に合致したスケジュールに 

すること。 

〇工事の手法及び工程が、アリーナの使用制限期間を圧縮する内容

になっていること。 

７ 独自提案  〇仕様書に記載のない事項について、市にとって有益となる独自の

提案があれば記載すること。  

(地域への貢献、地域レジリエンス強化、市民への訴求につながる

内容がふくまれているか。) 

 


